
■ＪＲ・近鉄京都駅
　市バス５０にて約３５分、「立命館大学前（終点）」下車
　市バス２０５にて約３５分、「衣笠校前」下車、徒歩１０分
■ＪＲ円町駅
　市バス１５にて約１０分、「立命館大学前（終点）」下車
　市バス２０４/２０５にて約１０分、「衣笠校前」下車、徒歩１０分
■阪急電車西院駅
　市バス２０５にて約２０分、「衣笠校前」下車、徒歩１０分
■阪急電車河原町駅（四条河原町）
　市バス１２/５１にて約４０分、「立命館大学前（終点）」下車
■京阪電車三条駅
　市バス１５/５９にて約３０分「立命館大学前（１５は終点）」下車

午後2時～4時 　 分）

※駐車スペースがございませんので、ご来場の際は公共交通機関をご利用ください。

聴 講 無 料 事前申込不要
座席に限りがございますので、入場を制限させて頂く場合がございます。

月2011年 （土）

【主催】立命館大学衣笠総合研究機構

専務取締役を経て、平成１２年８月、株式会社大垣書店代表取締役に就任、現在に至る。また現在、京都商工会
議所産業政策委員会副委員長、同人材開発特別委員会副委員長、同一号議員、公益社団法人上京納税協会
若葉会会長、同代議員、書店新風会副会長、書店未来研究会理事（講談社主催 書店会）、扶桑会会長（扶桑社
主催書店会）、イオンモールＫＹＯＴＯ出店者協議会会長、全国氏子青年協議会理事、公益財団法人片山家能楽・
京舞保存財団評議員、京都市紫明小学校運営協議会委員等も務める。趣味は読書、ドライブ、釣り。

く3000回を迎えることと

そうした伝統を大切にする姿勢と、自己革新に向けた模索の意味をより実践的に、かつ深く
捉える必要性は今後ますます重要となっていくでしょう。
　講演会ではそうした課題を見据えるべく、大垣守弘氏（株式会社大垣書店 代表取締役）、冷泉
為人氏（公益財団法人 冷泉家時雨亭文庫 理事長）をお呼びしました。大垣氏は電子書籍が普及
する中で旧来の活字文化はどうあるべきかを模索し、双方を見据えながら書店経営に取り組ん
でおられます。その立ち位置は、新旧文化のはざまで苦闘する開拓者と言えます。冷泉氏
は同家に保管された歴史資料を守りながら、ご自身も日本美術史をご研究されています。歴
史の中に宿る荘厳な伝統と清新な革新の交錯を現代に蘇らせる再現者と言ってもいいでしょう。
　お二人が活躍の舞台とされている京都は、旧来伝統と革新の拮抗と融合を繰り返してきた
歴史都市です。晩秋の京都でお二人のお話を伺いながら、皆様とともに土曜講座の今後に
思いをはせてみたいと思います。

大垣 守弘【おおがき もりひろ】

氏
株式会社大垣書店 代表取締役

11月12日（土）14：00－16：00 会場：末川記念会館講義室

（土）創思館1Fカンファレンスルーム

得（関西学院大学）。近世絵画専攻。冷泉家２５代当主。公益財団法人冷泉家時雨亭文庫理事長。同志社女子
大学客員教授。立命館グローバル・イノベーション研究機構特別招聘教授。関西学院大学非常勤講師、同志社
大学大学院非常勤講師等。著書、『週刊アーティスト・ジャパン（円山応挙）』、『日本屏風絵集成第八巻 花鳥画』、
『日本屏風絵集成第十六巻 走獣画』、『花鳥画の世界第六巻 京派の意匠』、『近世大坂画壇』、『五節供の楽
しみ－七草・雛祭・端午・七夕・重陽』、『瑞穂の国・日本－四季耕作図の世界』、『京都冷泉家の八百年』、『冷
泉家・蔵番ものがたり』等。明石市文化功労賞受賞（平成１０年）、京都府文化賞功労賞受賞（平成１９年）。

  

公益財団法人 冷泉家時雨亭文庫 理事長
立命館グローバル・イノベーション研究機構 特別招聘教授

11月26日（土）14：00－16：00 会場：創思館1Fカンファレンスルーム

立命館土曜講座立命館土曜講座 回記念公開講演会回記念公開講演会3003000
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お問い合せ先 立命館土曜講座　事務局 （祝日を除く平日（祝日を除く平日９：００９：００-１７：３０）１７：３０）

http://www.ritsumei.ac.jp/acd/re/k-rsc/kikou/doyokozakikoh.htm
［TEL］075-465-8236 ［FAX］075-465-8245 ［E-mail］doyo@st.ritsumei.ac.jp

日時

会場

これからの出版文化 －書店の役割と電子書籍－

安永天明期の京都画壇 －伝統と革新をめぐって－
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回記念公開講演会


